津波人命リスクモデルによる災害弱者の社会的問題の検討 : 鎌倉の人命リスクにおける高齢者・児童人口の特性 by 金子, 大二郎 & KANEKO, Daijiro
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津波避難 ポテンシャルモデルの定義式
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... 司海軍帽司出量・・
］.南関東地震の震源厳にある湘南地場は，樟置法高が首都園田中で最も高く．
2. 誠災を図らねばならない特にlli:~な地域となっでいる‘
3. その対斯として著者は．湾波人命Pスグ社会モラールの開発
4.高鋭絡海舟道路と観光忠商のIt旗揚を遡般しながら広島産避難地を内蔵した
俸訟防災松林丘陵の建殻を提案してきた．
5.ζれまでの研究では，人命リスクのそデルの中で災害弱者である高齢者の
割合を組み込んできたが，
6.若年層については未検討であった高齢者より人口数上でほ半分以下と小
さくとも，児童の人的損失は社会的に問題があり．しばしば子供の死亡
ケースにつき避簾措置が適切であったか訴陸が起とされてきた
7.そこでz 高齢者ばかりでなく児愈の人的被害の帳械を目的と して1 特に鎌
倉の若年齢層1：：注目し，人命9スヂを検肘したので報告するー
広犠的背景τ
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j V何＆ν ·•が存在する．モのゆでb曹脅措‘ 特に広域漉.地として計輔されている刈川
の＂~：や．同時点臨時i:J!llする人々が集中す晶・・b咽帽のy ；げ内町総拠~t官官（；，；由パー耐
震幡’睦－出国型車庫者噂用情｝田必要怯奇術摘しτ色た．
2.一方..観臓によ。ては向陶on・1帽仏Jj＼帽同＇ 鰻，i.砿且倒麟平織画監鍾上田9＂クが高〈．
..・d・矧コ •＂r•D・e•震止 して減眼目敏本的具体慨を立業す畠自制鼠ましい． そ田'Pでち． ti’ 
lit・・1,cして量’1.t岬.. 向は.il.腫庫場事について ,. .骨・v,,n.・が多 ． 人々が•t>う
人＂·~ 嗣仰となっている．
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｜使用地形デ ヲー： I 
内悶府東開海地震刃系地形デ－1'範囲 l
内閣府鑓供東南海地震地形デ一世
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鎌倉中心却の紘文（数値地図とi車波遡の合成図による位置情報の明破化）
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鎌倉市申心部の特徴 湘南では藤沢市が短大の人口密度．
平日の観光＂＇で．有沢市と同等の人口密度．土日で藤沢市の惜の人口密度となるι
｜湾蕊遡上の人命リスヴ要因
匡証言日
人口密度分布：神奈川県全Il
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｜人命リスウ分布・ 人数ソsoom四方表示 ｜
Risk_Si院I『t,rr,・ Risι D11ello1 
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晴
海岸観光客の居る由比，aが人数
と量1短距離および渇捜高さによって
量大空ラスの5000人密度で死亡す
る危険（津波到達時間に依存する）
恒星電
園
駅南部から材木庫にかけて、人命
リスヲの人数が多い（2000人留度）．偉
寓と奮集の本道住宅皐・遊館距卸およ
びi皐漉浸水深が大きいため。
F需型彊鯉穂摂理問
1 三週動の車商淘鳳量や座長櫓震型の南陽東地置による！＊捜災曹を忽定l,. 人命＇）~？の
車庫災対績として．盤史文化.市として知られた首都・の健書在対訟に、災害関者であ晶高
．申書と・著年齢の人画面•）；，..？を4直射した。
:. 衛星デ－？から得られる木造住宅分布と、 14~庫迦躍場所田所在地、標高叩地理情
輔、そしてS曲目メァシュ町人口魯底データに、週来には居住宥と同等以上申λ散と
なる観1t.客数データを加えて使い、地理・社会モデ，.1こより人命リス!It民曹胸宥
柿 V)Iタr闘す畠平面分布在野備した．
a.置災時の意書Iニよる人命リA？が最も高いa，駅南部から材木塵周辺lニ，Z証書聴者で
ある児・が’〈住んでおり。問掴である
4 また高齢者は駅周辺郁に事〈居住している遺恨対鎌へのl'.や本造住宅の更なる買
的耐震性の肉土が必要である守
5.より.本的な対績として事，＿.が鑓lしている遭Jl地と高徳格道路を肉眼した埠i防災松
林丘陵が有効である．
6.今後の鳳題：
I）防災対績が間に合わない場合由縁談，ι強い櫨興計衡としての防1足丘f,I!
2）雌倉町人命リスクの醇価結果に基づく市東剛都町選骨量甘観1楓
ヨ）同様に逗平市にも大きな人命3ス古がある‘
4）地元自治体｛県庁．棒倉市．逗干司j）と協離したが.!/7ト対策1:t逝んでい
るが．笹本的なハード対策へ目算u量的な地元貿任陪困艇であり．聞の世相
事業による被災対策が必要である．
